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1．論文の文体

・クイズ



学術的な文章の文体

調べます。

見られません。

考えましょう。

この点が問題です。

検討が必要です。

調べる。

見られない。

考えよう。

この点が問題だ。/こ
の点が問題である。

検討が必要だ。/検討
が必要である。





練習

1．老齢人口がだんだん増加してきた。

2．世界中でたくさんの人がインターネットを利用している。

3．月の直径は地球のだいたい4分の1である。

4．この病気の原因は、まだ解明されていない。

5．今年度は昨年度よりもっと売り上げが伸びた。

1．人間はどうして夢を見るんですか。

2．どっちが正しいのかな。

3．アンケート調査をやって、その結果を分析しましょう。

4．森先生はこんなふうにおっしゃっていますけど、どうですか。



2．課題の提示

・クイズ



序論の構成要素



問題の指摘

1．～Nが問題になっている。

2．～Nの/Aという/Vという問題が生じている。

深刻化している。



問題解決の必要条件の提示

1．～V/Nのためには、V/Nの必要がある。

が必要である。



研究行動の提示

1．本研究では、～Nについて検討した/考察した。

2．本研究では、～Nについての検討/考察/調査/
分析/解析を行った/試みた。





3．目的の提示



研究テーマの説明

1．NはNである。
2．NにNがある。
3．最近/近年、Vである。
4．N/Vにつれて/にともなって、Vている。
5．～た。



先行研究の紹介



先行研究の問題点の指摘

1．～についての研究は少ない/ほとんどない/ない。
2．～についての研究は行われていない。
3．～については解明されていない。
4．～については十分に解明されているとは言えない。

例1 日本におけるハイテク犯罪についての研究は極めて少ない。
例2 一般住宅についての検討は十分に行われているとは言えない。
例3 この時代の庶民の娯楽方法についての研究はほとんどなされて
いない。
例4 子どもの言語習得のプロセスは必ずしも十分に解明されている
とは言えない。



研究目的の提示

1．本研究の目的は～N/Vことである。
2．～N/Vことが本研究の目的である。
3．本研究の目的は～N/Vことにある。
4．本研究は～N/Vことを目的とする/目的としている。
5．本研究は～N/Vことを目的とするものである。

例1 明治初期における国語教育の実態を明らかにすることが本稿のねらい
である。
例2 本研究は子供の第二言語習得のプロセスの解明をめざすものである。
例3 本研究では、文化による価値観の違いを明らかにするために、10カ
国の大学生を対象としてアンケート調査を行った。
例4 本研究はエルニーニョ発生の原因を究明しようとするものである。



テーマ：『ペアの社会空間』
展開パターン：研究テーマの説明→先行研究の紹介→（しかし）→
先行研究の問題点の指摘→研究目的の提示



4.定義と分類
1．～Nを～Nと定義する。
2．～Nは～Nと定義される。
3．～Nは/とは～Nである。
4．～Nは～、～、～に分類される。
5．～Nには～、～、～がある。



5.図表の提示

1．図1に～Nを示す。

2．図1は～Nを示したものである。

3．～に満たない。/～に達しない。

～を越えている。

約～/ほぼ～/およそ～。

～にすぎない/～にとどまる。

～にのぼる/～に達する。





6.変化の形容

1．～Nは大きく～Vている/た。

2．～Nは次第に～Vている/た。

3．～Nに大きな変化はない。

4．～Vつつある。

5．～Nであること/Vこと/Aことがわかる/明らかである。





7.対比と比較



【調査結果速報・第1弾】「結婚観」について | PwC Japanグループ

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/marriage-and-family-views2020-01.html


【調査結果速報・第1弾】「結婚観」について | PwC Japanグループ

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/thoughtleadership/marriage-and-family-views2020-01.html


8.原因の考察



原因の考察



原因の考察

例1 食料が不足しているのは異常気象のためである。

例2 食料不足は異常気象によるものである。

例3 異常気象によって食料が不足している。

例4 食料不足の原因として異常気象が挙げられる。

例5 異常気象のために食料が不足している。

例6 臓器のドナーが増えている背景には、死に対する人々の意識の変化がある。

例7 交通事故の多くは運転者の不注意に起因している。



原因の考察
……Vと 予測される/予想される。
……N/Vこと が 予測される/予想される。

例1 失業率は急激に上がると予測される。

例2 失業率が急激に上がることが予測される。

例3 失業率の急激な上昇が予測される。

例4 2050年には自動車の自動運転が普及すると予想される。

例5 鈴木は2050年には自動車の自動運転が普及すると予想している。

例6 2050年には自動車の自動運転が普及すると予想されている。



https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-000007034_1.pdf（2021年12月2日アクセス）

https://www.mext.go.jp/sports/content/20200507-spt_kensport01-000007034_1.pdf




9.列挙



列挙



列挙



10.引用

小保方晴子 翟天临



研究不正

STAP細胞の報道：

https://www.bilibili.com/video/BV1Cx411q72b/?spm_id_from=333.788.videocard.0
東大研究不正：

https://www.bilibili.com/video/BV1zW411T7Wn/?spm_id_from=333.788.videocard.0

翟天临事件报道：
https://www.bilibili.com/video/BV1Ab411m76x?from=search&seid=6363508869690472012

STAP細胞に関する研究不正(2014)
・Nature誌発表の論文に不正（捏造、改ざん）

Nature誌→論文撤回
理化学研究所→懲戒解雇

・博士論文についても不正確認
早稲田大学→学位取消



学術的文章には“引用”が基本

• 学術的文章：過去の知的成果を踏ま
えて自分の論を展開するもの

• 引用の役割：引用により、

①信頼性を保証し説得力を高める

②過去の成果に対し新しい知見を加

えたことを示す



ルールに沿った引用の方法

1. 主従関係

2. 出所明示

3. 明瞭区別性



1．主従関係

• 自分の文章が「主」、引用されている文章が「従」であり、
文章全体として自分の主張・見解を述べているのでなければ
ならない。



2．出所明示
• 盗用（他人の文章を自分のもののように発表す

る）は重大な研究不正行為

• 読者への情報提供：引用箇所を原文にさか
のぼって確認できるようにする

• 引用に当たっては信頼できる情報源を出所
とすべき：基本は論文・学術書などの「学
術的文章」

• ネット上の情報取り扱いには注意



• 孫引きは可能な限り避ける：できるだけ
元の情報をたどって引用する



出典の示し方

• 読んだ文献全てを参考文
献として挙げる必要はな
い

• 参考文献リストを文章の
末尾につける
ハーバード方式
バンクーバー方式



ハーバード方式（著者年方式）
Harvard referencing system



バンクーバー方式（番号でリンク）
Vancouver referencing system



3．区別明瞭性

• どこからどこまでが引用かはっき
り分かるようにする

• 直接引用の引用部分を勝手に改変
してはいけない



クイズ：
引用が正しくないのはどれでしょうか。



直接引用の仕方：
引用部が短い場合

• 「」で引用文を括る

• 出典を示す



直接引用の仕方：
引用部が長い場合

• 引用部を改行して、2字
分下げる

• 出典を示す



直接引用の仕方：
インターネットか
らの引用

• アクセス日を明記する

• URLを記載する



間接引用
（要約）
の仕方

• 自分と他人の意見を区別する

• 文の始まりと終わりを意識する

？平田（1999）によると、語用は日本語教育におい
て軽視されているとし、その誤りは文法上の誤りよ
りも大きく、人間関係に影響すると指摘する。







参考文献の示し方



引用



11.同意と反論



12.帰結

Q１：筆者自身の見
解を表す文はどれ
か？
Q２：そのうち、最
も断定度の高いもの
はどれか？



帰結

このことより
これより
この結果から

と思われる
と見られる
と推察される

以上より
以上の結果から
以上述べた結果から

このことより
これより
この結果から

と思われる
と見られる
と推察される

以上より
以上の結果から
以上述べた結果から



帰結

換言の接続表現

すなわち
つまり
要するに
例えば

補足の接続表現

ただし
もっとも
なお

ちなみに



帰結

現代日本の高校生は、どれぐらい本を読んでいる＿
＿＿＿＿＿＿か。首都圏の高校生1000人を対象に読書
に関する調査を行った結果、1か月に1冊も本を読まな
い高校生が70%にのぼることが＿＿＿＿＿＿＿。＿＿
＿＿＿＿＿＿、高校生の活字離れの問題は深刻化して
いる＿＿＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、本
を読まない高校生も、雑誌や漫画は読んでいるようだ。



13.結論の提示



結論の提示



結論の提示

＿＿＿＿＿＿＿、首都圏の留学生の住宅事情につい
て、実態調査および意識調査を行い、分析を試みた。
＿＿＿＿＿＿＿＿、首都圏の留学生の住宅環境は、日
本人学生のそれに比べて様々な面で劣っており、留学
生の不満も多い＿＿＿＿＿＿＿＿＿。今後の課題は、
留学生の住宅環境の改善について各自治体や教育機関
がどのような対策を取っているかを広く検討＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿。


